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⑫　訪問先の近くで見たランチ（軽食）風景で

す。木陰で何かを皆様、召し上がっておいでで

す。2月初めにもかかわらず陽射しはきつく日

中、30度近い陽気でした。

⑬　チェンナイ中央駅です。駅は、その国の縮

図が見られると思いますが、かつての宗主国で

あるイギリスによる重厚な建築と、いろいろな人

が行きかう混沌とした風景の対比が面白かった

です。なお、電車はドアを開けたまま走ります。

３．まとめ

⑭　インドは現在、猛スピードで経済発展の車

輪を回しているのでしょうが、バンガロール、

チェンナイは、どことなくノンビリした空気が

漂う町でした。

　特にチェンナイは、その昔はマドラスと称し

た港町で規模も大きく、石造りの大きな建築物

があり昔日の栄光がしのばれる中、発展の機運

も感じられ、今後、ますます注目が集まる町だ

と感じました。
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【ISO/IEC JTC 1/SC 35 国際会議開催】

　ISO/IEC JTC 1/SC 35国内委員会の審議団

体である一般社団法人情報処理学会及び一般社

団法人ビジネス機械・情報システム産業協会が

ホストとして平成24年2月20日㈪～平成24年2

月24日㈮の5日間、「京都市勧業館みやこめっ

せ」においてJTC 1/SC 35全体会議 ＆ WGs 国際

会議を開催した。

　JTC 1/SC 35国際委員会では、年2回総会＆

WGs 会議を欧州・北米・アジアの3地域持回り

で開催し規格審議を行っており、日本での第１

回目は2004年5月に東京で開催された。以後、

2008年4月に福岡で、2012年は4年ぶりに日本

での開催の招致を行った結果、京都会議の開催

が決定した。

　今回は、8カ国（フランス、ドイツ、スウェ

ーデン、アメリカ、イギリス、カナダ、韓国、

日本）から33名が参加し総会及び各WG会議が

行われ活発な審議が行われた。

【JTC 1/SC 35 国内委員会活動】

　ISO/IEC JTC 1/SC 35は情報技術分野の“ユ

ーザインタフェース”の規格を制定する国際委

員会（幹事国：フランス）であり、一般社団法

人情報処理学会はSC 35専門委員会（WG ５、 

WG 8含む）を、一般社団法人ビジネス機械・情

報システム産業協会はISO事務機械国内委員会

内にSC 35/WG １、WG 2（WG 7含む）、WG

４、WG 6委員会を設置し対応を行っている。

各WGの名称は次のとおりで、日本はこのうち

WG 2とWG 4の2つのWGのコンビーナを引

き受けると共に、4つの規格案のエディターを

務めるなど国際規格化に積極的に参加し活動を

行っている。

ISO/IEC JTC 1/SC 35京都国際会議
開催報告

JTC 1/SC 35 国内委員会 委員長　山本　喜一
代行　池田　宏明（千葉大学名誉教授）
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・�WG 1：キーボード及び入力インタフェース

・�WG ２：グラフィカルユーザインタフェース

及びインタラクション

　＊�コンビーナ：山本教授（慶應義塾大学）

・�WG ４：モバイルデバイスのためのユーザイ

ンタフェース

　＊�コンビーナ：中尾氏（JBMIA特別技術顧問）

・�WG ５：文化的及び言語的適応性

・�WG ６：ユーザインタフェースアクセシビリ

ティ

・�WG ７：ユーザインタフェース、オブジェク

ト、アクション及び属性

・�WG ８：遠隔インタラクションのためのユー

ザインタフェース

【京都会議議長、幹事及び各国の代表団長と参

加人数】

・日本（10名）

　池田　宏明　�日本代表団長、プロジェクトエ

ディタ、WG 4国内委員会主査

・カナダ（3名）

　Alain LaBonté �カナダ代表団長、WG 1コン

ビーナ

・ドイツ（2名）

　Thorsten Katzmann　ドイツ代表団長

・フランス（4名）

　Monique Mai　フランス代表団長

　Yves Neuville　SC 35議長

　Khalid Choukri　次期 SC 35議長候補

Monique Mai氏

池田　宏明氏

左からYves Neuville氏、Khalid Choukri氏、Philippe Magnabosco氏

Alain LaBonté 氏 Thorsten Katzmann氏
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　Philippe Magnabosco　SC 35幹事

・韓国（8名）

　Jee-In Kim　韓国代表団長

・スウェーデン（1名）

　Keld Simonsen　�スウェーデン代表団長、プ

ロジェクトエディタ

・イギリス（1名）

　Andy Heath　イギリス代表団長

・アメリカ（2名＋スカイプ参加2名）

　Norm Hodne　アメリカ代表団長

【JTC 1/SC 35及び関連 WG京都会議成果

概要】

　2月20日㈪の初日に開催された全体会議で

は、国際幹事報告を受け、リエゾン組織などか

らの報告を受けた。次に、この週の会議スケジ

ュールを合意した。 

　2月24日㈮の最終日に開催された全体会議で

は、 WGで審議した結果をまとめた決議（案）の

審議をして、51項目の決議リストに合意した。

特記事項は次の通りである。その他詳細につい

ては、各 WG会議にて報告する。 

⑴　 承 認 さ れ た NP 9995-7 Amd 2の プ ロ

ジ ェ ク ト エ デ ィ タ をKarl PentzlinとAlain 

LaBontéとし、ISO/IEC 9995-7に含まれて

Keld Simonsen氏韓国代表団

Andy Heath氏 Norm Hodne氏、Gottfried Zimmermann氏
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いないキーボード上の図記号の写真を 2012-

06-15までに Karl Pentzlinに提出する。それ

に基づき WDを作る。 （WG 1） 

⑵　ISO 中央事務局が、ISO規格等で定めてい

る図記号、コード、用語と定義の検索・閲

覧データベースシステム （Online Browsing 

Platform；OBP）のベータ版を、http://www.

iso.org/obp/ui/に稼動させたので、ISO 中

央事務局に、このデータベースにISO/IEC 

11581シリーズ等に含まれるアイコンとその

説明を追加することを要請する。また、その

メンテナンスに当たるValidation Teamの設

置決議の履行を国際幹事に要請する。関連し

て、2007-12以来稼動しているメンテナンス

機能付アイコンデータベースのデモ版を閉鎖

する。（WG 2） 

⑶　日本提案の ISO/IEC 17549（４方向デバイ

ス）の改正 WDの確認を 2012-03-15までに

完了し、WG 1及び WG 4コンビーナに提出

する。それを 2012-04-01までに CD投票に

付す。 （WG 4＋WG 1） 

⑷　 日 本 提 案 の ボ イ ス コ マ ン ド に つ い て

は、第4部のタイトルを元に戻し（spoken 

command → voice command）、第 1部と共

に 2012-03-05までに WDのレビューを済

ませて 2012-03-15までに CD投票に付す。 

（WG 5＋WG 4＋WG 6） 

⑸　TR には要求事項を含むべきではないと

いう日本意見によって、 PDTR 20071-11を 

DTS 20071-11として投票に付す （WG 6）。

また、 DTR 11581-41を改めて DTS 11581-41

として投票に付す （WG 7）。 

⑹　ISO TC 159/SC 4 及び IEC TC 3/SC 3Cと

正式なリエゾン関係を結ぶことに合意した。

　なお、 2月22日に開催された WG 1＋WG 4

＋WG5 ＋WG6 合 同 会 議 の 最 後 に、SC 35

議 長 か ら、 こ の 日 か ら 参 加 し た Dr. Khalid 

Choukri が新議長候補であるとして紹介があっ

た。“Evaluations and Language Reasources 

Distribution Agency”のCEOである。現議長

Dr. Yves Neuvilleの議長としての参加は、次回

のパリ会議が最後となるであろうとのことであ

会議風景
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った。

　JTC 1/SC 17の日本関係者、寄本義一氏（凸

版印刷㈱）及び中澤明氏（日本電産サンキョ

ー㈱）を招待して、ISO/IEC 12905 , Enhanced 

Terminal Accessibilityの 概 要 説 明 を 受 け た

後、質疑応答が行われた。主な論点は、ISO/

IEC 12905で 規 定 す る 個 人 特 性（Personal 

preferences）と個人要求（Personal needs）の

相互関係及び個人特性項目の幾つかが満たされ

なかった場合の対応である。個人特性を特定な

カードに記録して使用及びデータ書込みや更新

（追加・削除・変更）の局面で、特定な機器の使

用を強要するのではなく、例えば、（小型可般）

USBメモリーなど、記録メディアや読書き機器

に対する制約がないことが望ましいという要望

が出された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

【次回以降の国際会議】

　2012年8月27～31日：AFNORの招待により、

パリで開催する。

　2013年2月18 ～ 22日：KATSの招待により、

プサン（韓国）で開催する予定。

　2013年8月26 ～ 30日：カナダで開催する予

定。

　

【まとめ】

　今回の国際会議は日本の招致で京都市にて開

催したが、JBMIA事務局の事前準備と会議期間

中の順調な会議運営のみならず、歓迎のご挨拶

を頂いた経済産業省の河村審議官、ISO事務機

械国内委員会の羽鳥委員長他委員、オブザーバ

ー参加の方々の協力を頂き成功裏に終了するこ

とができた。本紙面をお借りしてご協力頂いた

皆様に感謝を申し上げたい。また、資金面でも

経済産業省の「ISO/IEC国際会議日本開催支援

事業」による会場費の支援を頂いた。

　なお、会議期間中の2月22日㈬会議終了後、

清水寺近くの「ザ・ガーデン・オリエンタル京

都」においてレセプションパーティを催し、友

好的な歓談の場とすることができた。

SC 35全体会議を終えて レセプションパーティ会場にて（竹内栖鳳の旧私邸）
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はじめに

　現代社会において広く普及しているカードを

利用する機器（例えば、現金自動預払い機、券

売機、自動販売機など、以下、カード利用機器

あるいはカード端末機と言う）は、操作が一般

に画一的なマン-マシンインタフェース２）もつ

ために、高齢者や障がい者にとって、十分利用

しやすいとはいえない、即ち、アクセシビリテ

ィの向上が必要な状況にある。

　本国際標準開発では、高齢者や障がい者を含

む、より多くのカード利用者が快適に利用でき

る、個人の特性に合わせた、即ち、アクセシビリ

ティが向上したマン-マシンインタフェース実

現のための国際規格化を提案するものである。

　この国際規格化によって、国内はもとより世

界各国で個別に開発が進められてきたマン-マ

シンインタフェースのアクセシビリティ向上

が、効率よく行えるようになり、利用者にとっ

て使い勝手のよいカード利用機器を提供するこ

とが可能となる。

　この国際標準開発事業の主たる目的は、国際

規格を制定することではあるが、さらなる目的

は、制定されたこの国際規格の普及を図ること

にある。世界各国のカード利用のアクセシビリ

ティが向上し、使いやすいカード利用機器が普

及することが望まれる。この目的の実現のため

に、関連機関や関係者からヒヤリングを行い、

国際規格提案の内容の充実を図った。また、こ

の国際規格の効用を分かりやすくイラストで解

説した冊子“「支援リクエスト」ってなに？”を

作成し、普及活動を開始した。

1．ISO/IEC 12905発行までの経緯

１．１　欧州の状況

　ISO/IEC 12905の開発に先立ち、欧州では

ほぼ同様の目的でCEN/TC 224 ３） により規

格開発が進められ、欧州規格EN 1332-4 ４）：

1999 , Identification Card Systems - Man- 

　平成22年度から取り組んだ経済産業省委託事業「カードシステム端末利用のアクセシビリティ１）向

上に関する国際標準開発」は、2011年7月にISO/IEC 12905が発行されたことによって、その主たる

目的であった国際標準開発を達成することができた。

　ここでは、ISO/IEC 12905発行までの経緯と規格概要を紹介する。

カードシステム端末利用のアクセシビリティ
向上に関する国際標準

ISO/IEC 12905, Enhanced Terminal Accessibility 
using cardholder preference interfaceの開発

SC17国内委員会・ETA委員会
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Machine Interface - Part 4：Coding of User 

Requirements for People with Special Needsが

発行されていた。

　EN 1332-4は、カード分野のアクセシビリテ

ィ向上を規定する先駆的な規格であり、欧州市

民カード（European Citizen Card）の仕様にも

かかわる重要な規格だが、国際標準化に対して

次の問題点が判明した。

◦�欧州に特化した支援情報の規定であり、欧州

外の各国の言語や習慣に関わる内容を反映し

ていない。

◦�支援情報を読み出す仕組み及びセキュリティ

が適用範囲外となっており、世界共通で互換

性のある運用ができない。

１．２　新業務項目（NP）提案

　本規格開発の端緒は、2007年12月、バルセロ

ナ(スペイン)で行われたJTC 1/SC 17/WG 4５） 

国際会議であった。この会議で、上記のEN 

1332-4の問題点を認識している欧州勢が既存の

国際規格を前提に共通利用が可能な支援情報を

追加する日本の提案に理解を示し、日本と欧州

との協力体制が合意され、日本が主導して本規

格開発を進めることが決定した。

　国際規格開発の第一の関門はNP（New Work 

Item Proposal：新業務項目提案）投票であり、

5か国以上の積極的な参画の約束を取り付けた

うえで、参加各国の過半数の合意を得なければ

ならないが、本規格開発は、そのスタート段階

で欧州勢の協力が約束されたため、その後の開

発も順調に進めることができた。

１．３　標準化開発に対する国内の体制

　ビジネス機械・情報システム産業協会（以下、

JBMIAと略称呼称する）の、ISO事務機械国内

委員会傘下のSC 17国内委員会に、本事業を担

当する委員会（委員長：寄本義一氏／凸版印刷

株式会社）を設置し、名称をISO/IEC 12905の

タイトル「Enhanced Terminal Accessibility 

（ETA） using cardholder preference interface」

から「ETA委員会」とした。

　ISO/IEC 12905の各ステップにおける規格開

発は、ETA委員会で規格テキストを審議した

のちに投票案として取りまとめ、それをSC 17/

WG 4 国内委員会及びSC 17国内委員会で審議、

確認された後にJTC 1 国内委員会（情報規格調

査会）に提出した。

　支援情報を定めるAnnex Aの内容の充実を

図るため、国内、国外の関連団体、企業の範囲

を広げて意見を求めた。

１．４　NP投票開始以降、IS発行まで

　2008年�6月：NP投票開始、2008年9月投票終

了、7か国が積極的な規格開発参画の

意向を示し、賛成多数（反対1国）で

成立した。

　2009年�10月：CD（Committee Draft：委員会

原案）投票開始、2010年１月投票終了、

賛成多数（反対1国）で成立した。

　2010年�6月：FCD（Final Committee Draft：

JTC 1における最終委員会原案）投

票開始、9月投票終了、反対票なく承

認。2010年9月28日から10月1日に高

松市で行われたSC 17/WG 4会議に

おいて、FCD投票時のフランス及び日

本のコメント処理を行った。コメント

処理の結果を踏まえて、テキストが修

正され、SC 17/WG 4で確認されたの

ち にFDIS（Final Draft International 
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Standard：最終国際規格案）投票案と

してISO本部に送付された。

　2011年�3月： FDIS投票開始、5月投票終了、

反対票は、1ケ国のみで承認された。

　2011年7月15日付でISO/IEC 12905として発

行（規格成立）した。

２．ISO/IEC 12905:2011の構成

１．Scope （適用範囲）抜粋

　この国際規格は、カード所持者のマンマシ

ンインタフェース変更要望情報（支援リクエ

スト）を符号化し、ICカードをパーソナラ

イズするためのデータ要素の組合せを規定す

る。 これらのデータ要素は、カードから取り

出して、ユーザがユーザインタフェースに関

して個別に支援して欲しい情報を機器（端末）

に示すのに使用される。

　この国際規格は、物理インタフェースから

独立していて、カード所持者がカード受入れ

装置（例えば、現金自動預払い機、券売機、

自動販売機）を操作する場合に適用できる。

２．引用規格

３．用語及び定義

４．記号及び略語

５．概要

６．UCI構成と内容

７．UCIの構文

８．UCIを読むための手順

９．保守

　この規格のUCIデータ要素（附属書A）の

保全は、ISO/IEC JTC 1/SC 17/WG 4によっ

て管理されなければならない。

　A�nnex A （規定） 支援が必要なユーザのため

のデータ要素仕様

　A�nnex B （規定） タグと意味の要約

　A�nnex C （参考） 附属書AとISO/IEC 24786と

の比較

３．関連団体との協調

３．１　財団法人共用品推進機構

　共用品推進機構では共用品・共用サービスの

開発と普及のために多角的な活動を行い、活動

成果は企業、消費者、行政・自治体をはじめ広

く社会全体に提供するとともに、全世界に向け

て情報発信している。

３．２　CEN/TC 224/WG 6

　CEN（欧州標準化委員会）には、「身分証明

書システム−マン-マシンインタフェース」に関

する専門調査委員会（TC 224/WG 6）がある。

このグループは、カードを使うセルフサービス

のターミナル（例えば現金自動預払い機、切符

販売機、公衆電話）を使う障がい者のための要

求を受け入れる標準を開発している。

３．３　CEN/TC 224/WG 15

　CEN/TC 224/WG 15は、 欧 州 市 民 カ ー ド

（European Citizen Card：ECC）の仕様を策定

している。

３．４　RNIB（英国王立盲人援護協会）

　 英 国 王 立 盲 人 援 護 協 会（Royal National 

Institute for the Blind：RNIB）は視覚障がい者

に直接サービスを提供するために設立された。

さらに、間接的に視覚障がい者のためにボラン

ティア、政府、民間が協力して関係を築いてい

けるよう橋渡しを行っている。

　共用品推進機構からの紹介によりISO/IEC 

7811-9 （TIM）6） の制定時から連携してきたDr. 
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John Gillは、元RNIBの所属であり、EN 1332-4４）

の主たる提案者でもある。

３．５　ISO/IEC JTC 1/SC 35

　ISO/IEC JTC 1/SC 35のWG 6とは、継続

して情報交換を行っている。

・�WG 6 高齢者・障がい者のためのユーザイン

タフェース等に関する規格（ISO/IEC 24786：

2009 ７））を制定した。

４．普及活動の一端

４．１　�ISO-IEC-ITU合同アクセシビリティの

ワークショップ

　ワークショップは、スイス、ジュネーブの

世界気象機関（WMO：World Meteorological 

Organization）で2010年11月3日から5日迄開

催された。

　寄本委員長よりTIMおよびETAに関しプレ

ゼンテーションを行い、議長はじめ多くの参加

者の関心を引くことができた。

４．２　�世界盲人協会（WBU）アジアパシフィ

ック役員会

　2011年6月24日から26日に沖縄で開催された

世界盲人協会（WBU）アジアパシフィック役員

会に特別参加してTIMとETAをプレゼンテー

ションする機会を得た。

 持ち時間は30分と短時間であったが、寄本

ETA委員会委員長がTIMとETAの説明を行っ

た。

４．３　ISO/IEC JTC 1/SC 35京都会議

　ISO/IEC JTC 1/SC 35の国内委員会の主要

な活動は、JBMIA内で行われている。これまで

もISO/IEC 12905の制定にあたっては、国内リ

エゾンとしてISO/IEC 24786等で互いの情報交

換を行ってきたが、ISO/IEC 12905が制定され

たことから、SC 35国内委員会に於いて、この

規格を説明する機会を持つことが出来た。

　また、2012年2月に京都で開催された JTC 

1/SC 35国際会議で、JTC 1/SC 17における

アクセシビリティ対応の規格開発活動として中

澤ETA委員会幹事がISO/IEC 7811- 9 （TIM）

を、寄本委員長がISO/IEC 12905 （ETA）のプ

レゼンテーションを行った。

４．４　日本自動販売機工業会

　日本自動販売機工業会は、飲料水等の自動販

売機部会と銀行などのATM部会があり、ATM

部会には、国内ほとんどのATM/CD製造会社が

参加している。

４．５　政府関係

　内閣府障がい者制度改革会議推進室を訪れ

ETAのデモンストレーションを行った。趣旨に

ご賛同いただき、国会議員へのプロモーション

等のアドバイスをいただいた。

４．６　Sesam-Vitale

　SC 17/WG 4の会議に合わせ、フランスの保

険医療カードの総元締めであるSesam-Vitale

を訪問し、フランスの保険医療カードにISO/

IEC 12905 （ETA）の導入を検討していただく

べくPRを行った。

４．７　その他の機関

　ETAのプロモーション活動として、前述した

各種団体以外にも、アクセシビリティの研究家・

機器メーカ・カードシステム運用者等下記の機

関及び団体を訪問し趣旨にご賛同いただいた。

　ETAのプロモーション活動を行った主な機

関・団体（順不同）

　・�東京大学　
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　・東京工業大学　

　・日本ICカードシステム協議会（JICSAP）

　・東日本旅客鉄道株式会社

　・ジェイアール東日本メカトロニクス株式会社

5.　 ETAの説明書の作成

５．１　イラスト付きの説明書の作成

　ETAを知らない人にも興味をもっていただ

くため、イラスト付きの分かりやすい説明書を

作成した。

　専門用語を分かりやすい表現にすることを

種々検討し、最終的には、“「支援リクエスト」

ってなに？”というタイトルとした内容として

2012年2月10日に完成した。

　JBMIAホームページ「新着情報」、「一覧を見

る」を参照下さい。

５．２　ETAを利用する各機関、企業に対する資料

　ETAをシステムに組み込もうとする各機関、

企業の専門家、例えばシステム運用者、カード

発行者、システム開発者、端末機器製造者、カ

ード製造者などに対するサポート資料を作成し

た。

１．ISO/IEC 12905 （ETA）規格紹介スライド

（経済産業省のWebsite用）

２．ISO/IEC 12905(ETA)の概要説明スライド

３．Annex AとBのデータ要素の識別子（Tag）

について

６．今後の課題

　ISO/IEC 12905は2011年5月にFDIS投票終

了後、同年7月15日に異例とも言えるはやさで

国際規格として発行された。この規格の普及に

ついては、まだこれからである。

　ETA委員会の議論では、国際規格の制定が目

的であり、その普及活動については委員会活動

の範囲を超えているのではないかという意見も

あった。しかし、規格制定以外に、規格が実際

に必要としている人々に利用してもらえるかど

うかが、大変重要であることに異論はなかった。

　そこで、ETAの動作説明用のデモセットや前

述の冊子“「支援リクエスト」ってなに？”を活

用し、できる範囲での啓蒙活動を規格開発と併

行して行ってきた。

　平成23年度でETA委員会の役目を終える事

となったが、これらの資料とデモセットが今後

も活用され、国内外の関連機関との協調ととも

に、実際にこの規格を利用する関係者に有効に

用いられることを期待する。

おわりに

　標準化活動が順調に進められ、その成果が

ISO/IEC 12905の規格成立として結実し、無事

ETA委員会としての役目を果たすことができ
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た。これは、国内では財団法人共用品推進機

構の星川安之専務理事、国外では英国のCEN 

TC224/WG 6メンバーのJohn Gill博士に大き

なご協力をいただいた結果であり、両氏に対し

て感謝の意を表するとともに、今後の規格の普

及活動に向けて、更なるご支援をお願いするも

のである。また、様々な情報を得て関連分野の

方々と、この国際規格について話し合い、アド

バイスをいただくことが出来た。

　また、ISO/IEC 12905の体裁を整えてくださ

った協力エディタのJim Riddell氏、さらに、欧州

側の意見のとりまとめを行ったCEN/TC 224/

WG 15主査のLorenzo Gaston氏に感謝と敬意を

表します。

　この規格が世の中に普及して、高齢者、障が

い者ばかりではなく、誰でもが端末や機器の操

作が快適になるマン-マシンインタフェースを

手に入れることが出来ることを願い、関係機 

関、関係企業に採用をお願いするものである。

 

関連規格及び補足説明

1）	 アクセシビリティ（accessibility）とは、

高齢者や障がい者に限定されるものでは

なく、あらゆる年齢・能力の人にとって、

さまざまな製品、建物やサービスなどが

どのくらい支障なく利用できるかの程度

を言う。

2）	 マン-マシンインタフェースとは、人間と

機械の間で情報のやりとりを行う際に情

報伝達の仲介を行う仕組み。

3）	 CEN/TC 224： CEN（ 欧 州 標 準 化 委 員

会）のTC 224 （Personal Identification, 

Electronic Signature and Cards）。

4）	 EN 1332-4 , Identification Card Systems 

-Man-machine Interface -Part 4：Coding 

Of User Requirements For People With 

Special Needs、制定CEN（欧州標準化委

員会)/TC 224、対応国内規格なし。

5）	 JTC 1 /SC 17 /WG 4： ISO/IEC JTC 1

は、ISO（国際標準化機構）とIEC（国際

電気標準会議）にまたがる情報技術を扱

う合同専門委員会である。ISO/IEC JTC 

1（情報技術）には、傘下に直属のWG

（Working Group：作業グループ）と19の

SC（Subcommittee：分科委員会）があり、

JTC 1/SC 17（カード及び個人識別）の

国内審議団体はJBMIAが受け持っている。

	 WG  4は、Integrated circuit card with 

contacts（端子付 ICカード）と端子付IC

カード及び非接触ICカードの共通機能に

関する規格開発を行う作業グループ。

6）	 ISO/IEC 7811 - 9 , Identification cards 

-Recording technique-Part 9：Tactile 

identifier mark、制定ISO/IEC JTC 1/SC 

17、対応国内規格（IDT：一致規格） JIS 

X 6302-9 :2012識別カード−記録技術−第

９部：触ってカードを区別するための凸記

号。Tactile identifier markをTIMとも表記。

7）	 ISO/IEC 24786 : 2009 , Information tech-

nology - User interfaces - Accessible 

user interface for accessibility settings、

制定  ISO/IEC JTC 1/SC 35、対応国内規

格（IDT：一致規格） JIS X 8341-7：2011 

高齢者・障害者等配慮設計指針−情報通

信における機器，ソフトウェア及びサー

ビス−第７部：アクセシビリティ設定。
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イベント·セミナー報告

１．１月30日：「日本経済の展望について」講

演会を開催

　広報委員会では、三菱UFJモルガン・スタン

レー証券㈱景気循環研究所エコノミストの鹿野

達史氏を講師にお招きし、新年を迎えた日本経

済の展望について、ご講演いただいた。当日は、

齊藤潔広報委員長の、開会の挨拶に引き続き、

鹿野様から約一時間のお話を伺った。鹿野様に

は、2009年のJBMIAフォーラムでの基調講演を

お願いしたこともあり、打ち解けた雰囲気のな

かでの講演会であった。

２．2月2日：2011年第４四半期複写機・複

合機出荷実績を発表

　複写機・複合機部会は、2011年第４四半期複

写機・複合機出荷実績について、報道発表を行

った。(詳細は、JBMIAのホームページ。)

３．２月９日：デジタル印刷機部会が顧客満足

度調査要旨を発表

　デジタル印刷機部会では、外部調査会社に委

託し、2011年デジタル印刷機顧客満足度調査を

実施していたが、この度、その結果がまとまり、

要旨を発表した。保守サービス、販売対応、商

品、いずれの切り口でも2008年と比べて、顧客

満足度は向上していることが分かった。デジタ

ル印刷機部会では、今後さらに満足度を向上さ

せるためには、操作性、耐久性の向上、消耗品

コストの低減などへの対応が必要であろうと考

えている。（詳細は、JBMIAのホームページ。）

４．3月14日：標準化センター主催講演会を開催

　標準化センターでは、２年間に渡って、国際

標準化啓蒙のための講演会を企画しているが、

第４回目として、「標準とビジネス　オープンイ

　JBMIAで最近開催された講演会やセミナー、主な出来事等をご報告させていただきます。報告事項

のなかには、JBMIAのホームページ（http:www.jbmia.or.jp/）でご紹介しているものもありますので、

ご参照下さい。
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ノベーションの観点

から」と題して、愛知

学院大学商学部大学

院商学研究科教授 梶

浦雅己氏から、お話を

伺った。当日は、50名

以上の参加があった。

今回の講演会は、第１

回（2011年5月）の経済産業省基準認証調査官

　江藤学氏、第２回（2011年9月）の東京理科

大学大学院教授 藤野仁三氏、第３回（2011年11

月）の金沢工業大学大学院准教授 上條由紀子氏

に引き続き、行われたものである。

５．3月23日：武田北京事務所長の講演会を開催

　軽機械センター北京事務所長（JEITA北京事

務所長兼任）が、中国から一時帰国された機会を

捉え、「最近の中国事情」と題して、お話をして

いただいた。トピックスのなかには、中国におけ

る独自標準化政策、環境規制、政府調達等の動

向なども含まれ、40名以上が、熱心に聴講した。

６．3月29日：事務機械2011年出荷実績及

び2012年、2013年需要予測を発表

　調査統計委員会では、JBMIAで自主統計を行

っている主要事務機械品目の、2011年出荷実績

及び2012年、2013年需要予測に関して、報道発

表を行った。（詳細は、JBMIAのホームページ。）

７．3月29日：東京消防庁主催「家具類の転

倒・落下・移動防止対策キャンペーン～長

周期地震動から身を守るために～」に協賛

　JBMIAは、東京消防庁の、半年間に渡る地震

対策キャンペーンに協賛している。会員会社に

も、自社のホームページなどを通じて、周知し

ていただけるよう依頼した。2009年に、技術委

員会傘下の「複写機の地震安全対策WG」に、東

京消防庁をオブザーバとしてお招きして以来、

家具類の転倒・落下・移動防止対策について、

共同研究を続けてきた。その結果については、

Technical Report JBMIA-TR-22「複写機、複

合機及びデジタル印刷機の耐震実験結果報告～

移動・転倒リスクの低減方法について～」とし

てまとめられ、2011年10月に発表された。（詳細

は、JBMIAのホームページ。）

８．4月1日：JBMIA紹介のパンフレットを大

改訂

　4月1日の一般社団法人への移行に伴い、

JBMIAの紹介パンフレットを改訂した。これま

で使用していたパンフレットは作成から10年以

上が経過したこともあり、大幅な改訂を施した。

表紙のデザインは以下のようになり、パンフレ

梶浦　雅己氏
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なんでもランキング 世界№１

ットの構成も、会員各社の組織変更、人事異動

などにも機敏に対処できるよう、機動性を重視

したものになっている。今回の日本語版に引き

続き、順次、英語版、中国語版を作成する予定。

 

９．4月9日：「EPA・TPPについて」広報委

員会が講演会を開催

　広報委員会では、経済産業省通商政策局経済

連携課課長補佐　藤澤可南子氏をお招きし、「最

近の通商政策について」と題した、講演会を開

催した。現在注目を浴びているTPP、EPAなど

を中心に、今後日本が取るべき通商政策につい

て、お話いただいた。当日は、齊藤潔広報委員

長の開会挨拶に引き続き、約40分のプレゼンテ

ーションの後、約30分間に渡る、熱心な質疑応

答が行われた。

　講演会の資料（抜粋）を、ご参考として、次

頁に掲載させていただきます。

10．（予告）6月7日：JBMIAフォーラム2012

を開催

　JBMIAは、恒例となっている、委員会・部会

成果発表会、JBMIAフォーラム2012を、基調講

演にJPモルガン証券株式会社経済調査部長、マ

ネジングディレクター・チーフエコノミスト菅

野雅明氏をお迎えして、６月７日㈭10：00より、

大手町サンケイプラザにて開催する。詳細につ

いては、5月10日からJBMIAのホームページ上

で案内する予定。なお、JBMIA会員各社の皆様

には、4月下旬から、先行参加予約などもできる

ような体制を構築していきたいと考えている。

皆様方の、積極的なご参加をお願いしたい。

世界で一番幸せな国は！
　国民総幸福感GNH（Gross National Happiness）とは、1976年にブータン国王が提唱した
国民全体の幸福度を示す尺度です。これに基づき英国のレスター大学のエードリアン･ホワイ
ト氏が2006年に発表したGNH（各種国際機関が発表済みレポートのデータの分析による−対
象国178カ国）では、デンマークが１位、以下スイス、オーストリアと続き、残念ながら経済
大国である米国は23位、日本にいたっては90位、中国は82位と「幸福とは何か」を考えさせ
る内容でした。

 GNHの順位 国　　　名 2009年GDPの順位（M$）
１位 デ ン マ ー ク 29位（　 309 ,596）
２位 ス イ ス 19位（　 491 ,924）
３位 オ ー ス リ ア 24位（　 381 ,084）
８位 ブ ー タ ン 170位（　　 1 ,259）
23位 米 国 １位（14 ,119 ,000）
82位 中 国 ３位（ 4 ,985 ,461）
90位 日 本 ２位（ 5 ,068 ,996）
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特別寄稿

　標準化センター／ユーザーインターフェイ

ス・デザインプロジェクト（UIDP）では、2月

3日に同プロジェクトステアリングチーム及び

傘下のUI 用語 WG及びビジュアルランゲージ

WGの両委員も対象として、株式会社賀風デザ

イン代表取締役 古賀治風氏による「中国に見る

デザイン事情」をテーマにした講演会を当協会

で開催した。

　中国は世界の工場として全世界に製品を輸出

すると同時に巨大なマーケットとして各企業が

参入し事業を拡大しつつあり、中国でのデザイ

ン動向に関心が高まっている。

　株式会社賀風デザインの中国進出は、古賀氏

が2003年上海デザインツアーに参加した際に、

同済大学で講演を行っ

たことがきっかけで、デ

ザイン水準向上を目指

した上海市科学委員会

から誘致を受けたこと

からスタートし、2004年

にいち早く中国上海に

日系独資初の100%出資による工業デザイン会

社を設立した。

　以来、中国企業、日系企業とデザイン開発を

数多く手掛けており、そこで培ってきた中国に

おけるビジネスの進め方、及び中国人のデザイ

ン感性など多くの知識、ノウハウを中心に紹介

頂いた。

ユーザーインターフェイス・デザインプロ 
ジェクト(UIDP)主催の講演会を開催
講演テーマ「中国に見るデザイン事情」

標準化センター
ユーザーインターフェイス・デザインプロジェクト

古賀治風氏

会場風景
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　講演の前半では中国企業との長年のお付き合

いの中から学んだビジネス流儀について、実例

を多く交え話された。当初日本流のやり方で契

約などを結びデザインを行ったがなかなかデザ

イン費の回収すら難しいなどの現実に直面した

が、経験を積むことで、中国の流儀に合わせた

契約方法と運営方法をつくりだすという基本的

な対策を講じ、現在では問題なく相互信頼を得

ることができているということであった。

　講演後半では中国人の高級感について、日中

の若者に聞いたビジュアルな資料を基に高級感

の差について解説された。その中での中国人の

高級と感じる「3つの原則」は興味深いもので

あった。

　講演には7社、30名の参加があり、終了後に

「現場の生々しい体験の話で参考になった」、「中

国のデザインについて理解できた」などの感想

が寄せられた。今後ともタイムリーなテーマで

開催をしていきたい。

 

1．中国デザインビジネスの実態

第１章　中国ビジネスは怖かった

１．デザイン料金未納プロジェクト！
２．集団トリックあるいは詐欺

何があったのか　これらに共通したことは何か
　冷静に分析し　対策を考えてみる

その結果は……
■問題分析と基本的対策

我々は全く独自の契約と運営方法をつくり出した
新規顧客の評価マニュアルを作成した

自分は決断した
「これで駄目ならやめる！日本へ帰る！」とにかくやってみよう

■中国ビジネスの結論
中国では自らを守らない（守れない？）者は徹底的にやられる

むしろ きっちりと中国的に納得できる方法は理解される
中国にも相互信頼は存在する

しかし中国の流儀において……
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第２章　中国人と日本人についての考察

似たような顔かたちを持ち、同じ漢字圏に属しながら
なぜこんなにも異なるのか　それはどこから来るのだろうか

■中国人と日本人を比較する
・集団意識   ・自己主張   ・時間認識　・仕事の進め方
・物事の判断　・問題に対する認識   ・問題の対応方法
・JOBに対する姿勢   ・金銭感覚　・恩義の貸借関係

・異文化に対する姿勢
■この中国人の心を育んできたものとは何か

5000年にわたる帝国主義　150年間、混乱の近代史
中国の心を形成してきた思想、道徳、宗教とは何か

儒教　道教

■歴史も 道徳も宗教も含めた人間の生き方（感性）は
その国の風土がつくりだすのだとしたら……

中国の風土を考察する
華北平原と長江中下流平原の一帯に中国人の多くが暮らしてきた

この平原に立ってみよう
見渡す限り 黄色く 霞んだ大地が続く……

人間は　抑揚のない平坦な風景に心のよりどころとなる
景観を渇望する

■中国から日本を思う
日本で最も大きな関東平野その東京で海から山までの距離を測る。

その距離を中国に置き換える
日本人々の暮らす、すぐそばに海と川と山があるこの国には

美しい自然が人間のすぐそばにある
そして　くっきりと四季が巡る

そして　この国は近代的産業国家と呼ばれている

総　　括

・�中国人は現実的にものを見、考える民族である
・�中国人は理論的に時に抽象的に学問をするのはあまり得意ではない
　�しかし 現実的、日常的な生活の問題となると実に敏感に反応する
・�その現実問題の解決方法については 素晴らしい才能を発揮する



33JBMIAレポート  2012. 239号

2．中国人の高級感

■中国人の高級感
世界ラグジュアリー協会は

「2012年には 中国の高級品市場の規模は日本を抜き、
世界第１位になるだろう」と発表した。

「中国で高級品を買っているのは、大富豪、土地成金、
汚職官僚などが頭に浮かぶが、それ以外にも無視できない

消費者グループがいる。

プチリッチとなった若者たちだ。
彼らの収入は決して高くはないが、特別な消費体験を求め、

生活費を削ってでも高級品を購入している実態がある」
……Record china より

■中国人の高級感の「３つの原則」
１．みてすぐわかる華やかさ

　・派手さに躊躇することが少ない
　・遠慮、周囲に気兼ねしない
　・素材だけでは物足りない

２．先進性を感じさせる独創的表現
　・生活を新しく、楽しくして暮らしたい

　・過去、伝統にこだわらない。現在が大事

３．大らかで主張する迫力
　・仔細なことより壮大な訴求に魅力

　・強い主張で特別な存在を誇示したい
　・主張のある相手、ものとは対話できる
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賀風デザインによる中国企業とのデザイン開発事例

閑話十題
　御成門に今年も春が巡ってきた。小中高の学
校がすぐ側にあり、大きなランドセルを背負っ
た小学生や、ダブダブの真新しい制服を着た、
まだ幼い顔の中学生など、新入生を沢山見るこ
とができる。
　JBMIAの向かいにある御成門小学校は、鞆絵
小学校（明治3年開校）、桜田小学校（明治10年
開校）、桜小学校（昭和39年開校　南桜小・西桜
小）桜川小学校（明治6年開校）、神明小学校

（大正2年開校）を平成3年から平成7年にかけ
て統合してできた小学校である。それぞれの小
学校の開校年を眺めていると、江戸から明治の
東京市に変わり、この新橋、芝、虎ノ門界隈が

住宅地として大いに栄え、春には桜が至る所で
咲き、路地裏には子供達のはしゃぐ声が溢れて
いた往時が、目に見えてくるようである。やが
て、東京オリンピックを境に、この地域は住宅
地としての使命を終え、巨大なビジネス、商業
地域に変わっていき、テレビ塔の下で遊ぶ子供
達も減っていった歴史まで、想像することがで
きる。
　我がビジネス機械・情報システム産業協会も、
４月1日から一般社団法人一年生である。この
JBMIAレポートもホームページも刷新した。皆
様の、忌憚のないご意見をいただくことができ
たら幸いである。� （９）
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特別寄稿

　皆様、『フォト×俳句』（ふぉと かけ はいく）

をご存知でしょうか？

　もちろんご存じない方が大多数だと思いま

す。最近は“カメラ女子”なる言葉も流行する

ほど、若い女性を含め老若男女がはまっている

｢写真｣ と世界最小の文学といわれている ｢俳

句｣ がコラボレーションして、全く新しい『フ

ォト×俳句』というアートの世界が誕生しまし

た。｢写真｣ も ｢俳句｣ も長い歴史と多くの熱心

なファンが存在しますが、『フォト×俳句』はほ

んの10年ほど前に生まれたばかりで、全く新し

いジャンルです。

　その目指すところは、写真と俳句が一方の従

属ではなく独立しており、かつそれぞれが共鳴

しあって、高いアートレベルに昇華するもので

す。｢写真｣ も ｢俳句｣ も単独でも優れた芸術で

あることは勿論ですが、俳句が写真の説明にな

ったり、写真が俳句に詠まれた風景を写しただ

けでは、良い『フォト×俳句』の作品とは言え

ません。勿論お互いが全く関係のないのも駄目

です。適当な距離と関係性を保つことが重要で

す。

　ご参考に、この分野で長年活躍されている、

高名な写真家の中谷吉隆先生と、俳句界のサラ

ブレッド坊城俊樹先生の作品（いずれも私の好

きな作品です）を、ご了解を頂いて一作ずつ下

記に載せさせていただきます。写真と俳句の絶

妙なバランスをご堪能下さい。

　もし『フォト×俳句』に少しでもご興味を持

たれましたら、日本写真企画発行 中谷吉隆先生

著『フォトハイ句！読本』（税込1,600円）を是

非読んでみてください。

『フォト×俳句』へのお誘い
カシオ計算機株式会社　山田　　浩（広報委員）

▶
中
谷
先
生
作
品

▶
坊
城
先
生
作
品



　週刊「ダイヤモンド」3月24日発売号の特集
は「あなたの娘は何を考えているのか？」。
　娘、たしかに何を考えているのか？と言いた
くもなるが、それだけでなく頭に浮かぶのは、

「国会議員」。あなたの「選んだ国会議員」は何
を考えているのか？大震災、原発事故、まさに
未曾有の天災と人災に見舞われ1年以上経って
も数十万もの人々が仮住まいを余儀なくされて
いる最中、国会ではつまらぬ揚げ足取りのよう
なやり取りと不毛としか思えない党内政治や与
野党の対立が続いている。
　衆議院と参議院の勢力図が異なり審議が進ま
ない状況の原因が「ねじれ」という言葉で表現
されている。「ねじれ」という言葉を使うこと
は、何か困難な、解決しがたいものであるよう
な印象を与えてしまい、ミスリードではないか。
　昔、学校では、参議院は衆議院のお目付け役、
あるいは任期が長いのでじっくり政治に取り組
める、それが二院制の良さだという解説があっ
たと記憶している。民主主義ってそういうもの
だよと。そこでお互いに議論を尽くし、接点を
見出すのが政治のありようではないか。
　このままだと政治不信が極まり、国民に受け
のいい、耳障りのいい、威勢のいい指導者を求

める声が強まることを危惧する声もあり、その
危惧も当然であると思う。
　「絆」や「がんばろう日本」という言葉は責
任の所在をあいまいにしかねない。政治家には
一般国民とは次元が異なる、国民代表としての
責任があり、重いことをしっかり認識して欲し
い。
　さて、あなたは○の中にどういう言葉を入れ
ますか？

（思考錯誤）

■広報委員会（2012年４月現在）
　委員長　齊藤　　潔　富士ゼロックス㈱
　委員長代行　中島　康光　富士ゼロックス㈱
　委　員　上田　智延　㈱リコー
　　　　　大久保正則　ブラザー工業㈱
　　　　　小松　順子　シャープ㈱
　　　　　清水　久司　セイコーエプソン㈱
　　　　　高橋　里実　コニカミノルタビジネス
　　　　　　　　　　　テクノロジーズ㈱
　　　　　二瓶　伸久　キヤノン㈱
　　　　　坂東　正章　富士ゼロックス㈱
　　　　　村川　雅彦　東芝テック㈱
　　　　　山田　　浩　カシオ計算機㈱
　事務局　林　　清輝　�一般社団法人ビジネス機械・

情報システム産業協会
　　　　　岡田　守弘　�一般社団法人ビジネス機械・

情報システム産業協会
　　　　　武井　克予　�一般社団法人ビジネス機械・

情報システム産業協会

編集後記
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